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代の 3 人にインタビューを行い、理解を深めた。 
 








































1.2 教育と ICT の導入 
 オランダでは、最も早くて 4 歳から小学校へ行く。義務教育期間は 5～17 歳までの 12 年
間であり、最初の 8 年間は｢基礎教育｣とされる｡この後、｢大学予備教育(6 年間)｣｢高等一般
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させよう」というアイディアも出てきた。具体的には、｢起業家教育｣に対して以下のような






 こうした教育の変化の一因に情報通信技術（ICT）がある。オランダは IT 大国のひとつ
であり、EU 諸国の中で最も ICT の利用が目立つ国として挙げられている。これまで、オラ
ンダのPhilipsが日本のSONYと共にCDとDVDを開発し、デルフト工科大学ではWi-fi、
オランダ人エンジニア Jaap Hartsen によって Bluetooth がそれぞれ開発されてきた。オラ
ンダにおいて設立された、もしくは同国に進出している世界的 IT 企業も多く、欧州全体を
つなぐ IT 産業国としても選ばれている。 
学校等教育現場での ICT の導入も進んでいる。オランダでは 2016 年、Education & ICT 
(Onderwijs & ICT) breakthrough project という初等・中等教育におけるプロジェクトに
60 以上の学校が参加した。本プロジェクトは、情報通信技術によって個別化が進む教育現場
での、教師や学校関係者に対するサポートの役割を果たす。生徒らの ICT に対する才能を発
























大によって、1975 年には GDP 比 35.4%まで到達した17）｡同福祉国家は、20 世紀最大勢力
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 1950 年代になって図書館の統合が進み、1975 年には国、州、基礎自治体（ヘーメンテ）
への本格的な図書館導入が決まった33）。既存の図書館の多くは公的援助を受けつつも、団体
や法人による経営体制が保持された34）。オランダの公共図書館では、法人運営であっても公
的資金の補助を受けることはでき、経費のおよそ 8 割が賄われると言われている35）。 
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る中、同館が法人化する予定は今のところない  40）。 
 一方、法人化へ移行した例としてはロッテルダム図書館がある。2010 年に大幅な予算削






van Lezen）」が 2008 年から始まっている。プログラムの一つ、｢学校図書館プロジェクト｣
では、公共図書館と小・中学校もしくは高校が協力し、コレクション整備がなされ、メディ
アリテラシーを習得できる学校図書館の整備が進行した42）。 












 そんな図書館離れに対する施策例として 2006 年、アムステルダム近郊のヘールフゴヴァ
ールドに完成した図書館を紹介したい。この図書館は「The Library of 100 talents（100
の才能の図書館）」と呼ばれ、構想段階から子供達が大きく関与したまさに子供達の為の図

































とされているが  46）、オランダでは 1995 年、著作権法に公共図書館における公共貸与権制度
が含まれ、導入が進んだ  47）。 
 ゲームに関しても、先述のオランダ人留学生 3 名によって以下が明らかとなった。 
 2000 年代初期には既に、公共図書館でゲームを行い、ゲームソフトを借りることが
子供達にとって日常的な光景であった 
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アドバイスする。加えて、図書館外からもこのような助言を得ることができるよう、同館は
2006 年に「Makkelijk Lezen Plein.」という特設サイトも開設した。これは、学校の教員
等にとっても便利な情報サイトとなっている。2008 年、同館は ERP により教育・文化・科
学省から識字促進賞を受賞した。各省は、こうしたサービスを成人や若者たちのためにも行
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